
７ 支え合い、助け合いに参加しよう。  

 

「顔は知っているけど、あんまり話したことは…」。ご近所との関係がそのよ

うになっている傾向が増えているようです。今、昔と比べて近所づきあいが薄

れてきているのではということが懸念されています。近所づきあいがなくなる

ということは、日々の生活で何か困ったことがあるときに、手助けを依頼する

ことができない、そんな状況につながる恐れがあります。 

今、公的サービスの隙間を埋めるちょっとした困りごとの相談、お手伝いと

いったような、住民が主体となった地域での支え合い・助け合い活動が注目さ

れています。こうした活動は、確かに「お世話する」ことや「ボランティア」

という面では文字通り福祉かもしれません。しかし、「お世話」という意識を超

えた所にこそ、本当の意味での福祉が存在しているのではないでしょうか。支

えられる人だけでなく、支える人もやりがいや生きがいを感じ、お互いに「笑

顔」が増える。そんな活動が地域で一つでも増えていくことを願っています。 

【事例：地域で開かれているふれあいサロン】 

染井野地区では、地域の助け合い活動を展開する「思いやりヘルプサービス

そめいの２１」というグループがあります。そめいの２１では、毎月第１火曜

日に染井野中央集会所で「染井野ふれあいサロン」を開催しています。 

サロンは高齢者の引きこもりを防ぐだけでなく、知らない人同士の出会いの

場にもなっています。また、運営に携わっているボランティアには、得意な分

野で参加してもらうという姿勢を大切にしています。 

１６年間活動を続けているサロンですが、特別なことをしているという意識

はなく、ボランティアは無理をしたら続かない、自分達も楽しむというスタン

スで活動することが長く続いている秘訣とのことです。そして、ここに来ると、

何か多少なりとも役にたっているかなと思えるし、自分も元気をもらっている

感じになるとのことです。支える人も支えられる人もお互いに生きがいになっ

ているとのことです。 

 

 

 

 

 

 

＜染井野ふれあいサロンの様子（染井野中央集会所）＞ 


